
人口 228，871人

設事事 73，122t量機

{60年 9月 1日現夜)

新
湘
南
昭
一
道
の
形
式
は
、
松
林
一

等
へ
の
影
響
が
最
も
少
な
い
高
架

形
式
で
す
。
こ
れ
は
、
地
下
形
式

お
よ
び
平
簡
で
は
、
高
架
と
比
較

し
て
一
絞
林
の
伐
採
が
多
い
こ
と
、

ま
た
、
道
路
編
が
広
く
な
る
た
め

海
岸
へ
の
往
来
が
医
難
な
こ
と
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
地
下
形
式
で
は
、
地
下
水
脈

新
潟
構
図
道
二
期
の
ル
ー
ト
の
分
断
に
よ
る
緑
の
枯
死
が
危
倶

は
、
一
期
の
終
点
で
あ
る
茅
ヶ
崎
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

市
下
町
箆
か
ら
ほ
ぼ
小
山
山
川
こ
合

っ
て
茅
ヶ
崎
市
置
に
至
り
、
船
紡
溺
壌
の
役
劉
も

在
、
神
奈
川
県
が
建
設
中
の
新
し
平
塚
海
岸
の
品
津
波
高
潮
等
へ
の

い
湘
南
大
橋
一
の
上
流
僚
(
現
在
の
対
策
と
し
て
は
、
新
し
い
国
道
一

湘
南
大
橋
)
で
横
断
し
、
そ
れ
以
一
一
一
回
号
の
海
側
部
分
に
、
妨
潮
堤

西
は
西
湘
バ
イ
パ
ス
ま
で
ほ
ぼ
現
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
現
在
の

新
抽
出
南
層
進
の
計
画
は
、
酋
裕
一
体
と
な
る
国
道
二
一
一
間
一
号
の
整
は
、
こ
の
区
間
を
都
市
計
画
決
定
在
の
留
道
一
一
一
一
四
号
の
上
を
高
架
留
選
の
一
一
両
さ
を
擁
保
す
る
形
で
、

バ
イ
パ
ス
を
含
め
て
昭
和
一
一
一
十
年
備
に
着
手
す
る
た
め
、
事
業
主
体
(
変
更
壱
含
む
)
す
る
方
斜
で
爆
で
一
通
過
す
る
計
画
で
す
。
こ
れ
と
自
転
車
歩
行
者
道
が
設
讃
さ
れ
ま

代
径
十
か
ら
、
甘
護
的
な
誠
査
が
で
あ
る
建
設
省
と
神
奈
川
察
官
、
め
て
い
ま
す
。
一
体
と
な
っ
て
整
傍
す
る
鼠
道
一
す
。
海
岸
へ
の
往
来
も
容
易
に
で

さ

れ

、

こ

の

う

ち

藤

沢

バ

イ

パ

ス

三

四

号

は

、

茅

ヶ

崎

市

柳

島

i
平
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
ま
す
。

か

ら

茅

ケ

崎

一

市

下

町

農

(

現

国

道

塚

十

中

高

浜

台

へ

平

塚

イ

ン

タ

ー

チ

俊
民
へ
の
説
明
会

一

号

と

の

接

続

箇

序

)

ま

で

は

、

ェ

ン

ジ

)

ま

で

は

四

車

線

、

こ

れ

一

期

工

事

と

し

て

昭

和

六

十

二

年

以

西

を

二

車

線

と

し

、

金

白

川

ま

住

民

の

方

々

へ

の

説

明

会

は

、

度

の

完

成

を

一

白

標

に

、

工

事

が

進

で

は

海

側

に

太

平

洋

岸

自

転

車

道

な

る

べ

く

早

い

待

期

に

問

聞

け

る

よ

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

残

る

西

潟

パ

の

一

環

と

し

て

、

嬬

一

一

一

省

五

れ

の

う

、

現

在

、

関

係

機

関

と

の

予

備

イ

パ

ス

ま

で

の

区

間

も

、

計

箇

の

向

転

車

歩

行

者

道

を

設

資

す

る

計

調

整

が

進

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

ま

策

定

に

必

要

な

認

査

が

進

め

ら

れ

蕗

で

す

。

た

、

源

境

保

全

の

た

め

、

環

境

影

て

き

ま

し

え

。

新

湘

南

包

道

と

国

道

二

二

四

号

響

評

備

も

併

行

し

て

一

進

め

ら

れ

て

ま

た

、

昭

和

六

十

年

五

月

に

の

検

討

中

の

区

間

の

位

置

と

概

要

い

ま

す

。

説

雨

明

会

は

、

決

ま

り

し

「

湘

荷

な

ぎ

さ

プ

ラ

ン

」

が

湖

南

は

別

図

の

と

お

り

で

す

。

だ

い

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

一

湘
南
地
域
の
主
要
な
道
路
で
あ
る
呂
進
一
号
は
、
全
国
的
に
も
最
も
重
要
な
路
線
の
一
つ
で

あ
り
、
京
は
藤
沢
バ
イ
パ
ス
、
密
は
高
瀬
バ
イ
パ
ス
と
し
て
、
す
で
に
招
車
線
の
道
路
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
藤
沢
大
磯
に
つ
い
て
は
、
交
差
点
の
多
い
二
車
線
道
路
の
ま
ま

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
各
所
で
交
通
渋
滞
が
生
じ
、
臼
常
生
活
に
と
っ
て
大
き
な
障

害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
通
過
車
両
が
渋
滞
を
避
け
て
、
地
域
内
道
路
へ
進
入

し
、
交
激
安
全
や
居
住
環
境
上
の
問
問
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
消
す
る
た

め
、
建
設
省
で
は
藤
沢
バ
イ
パ
ス
と
西
湘
パ
J

パ
ス
を
議
絡
す
る
会
長
約
十
五
e

一キロ
M
M
の、

新
湖
南
箇
道
の
計
繭
案
を
公
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
地
域
住
民
の
方
々
へ
説
明
会
が
関
か

れ
ま
す
が
、
公
表
さ
れ
た
計
額
業
の
主
な
概
要
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
な
か
で
も
、
快
適
な
生
活
潔

境
の
向
上
の
た
め
、
新
湘
南
国
道

及
び
こ
れ
と
一
体
と
な
っ
た
留
選

一
一
二
四
号
の
整
備
の
必
要
性
が
提

言
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
神
奈
川
県
で

は
、
茅
ケ
崎
町
市
柳
鳥
l
大
磯
町
の

約
五
・
一
キ
ロ
M

川
に
つ
い
て
、
新
湖

南
国
道
と
併
せ
た
国
道
一
一
一
一
郎
号

の
将
来
計
扇
を
検
討
し
て
き
孟
し

た。
今
回
、
新
湘
南
属
道
の
一
期
区

間
同
(
藤
沢
バ
イ
パ
ス
茅
ヶ
崎
市

下
町
屋
)
の
完
成
を
自
前
に
控

え
、
山
引
き
続
き
残
る
新
湘
南
国
道

の
二
期
区
間
(
茅
ヶ
崎
市
下
町
田
鹿

!
認
湘
バ
イ
パ
ス
)
と
、
こ
れ
と
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(2) 

関
際
期
間
年
の
年
を
記
念
し
て
、
膏
年
の
白
岡
、
一
土
念
頭
、
運
営
に
よ
る
「
Z
Y
Y
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

イ
ン
平
塚
」
が
、
十
一
月
十
日
江
揚
中
学
校
と
浅
間
緑
地
で
曲
聞
か
れ
る
。
平
塚
市
卓
宵
年
包
や
青
年
教

室
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
青
年
会
議
所
な
ど
が
中
心
に
な
り
、
平
塚
市
隠
制
服
青
年
の
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
(
委
員
長
久
永
静
夫
氏
)
を
結
成
し
て
、
響
か
ら
準
備
し
て
き
た
も
の
で
、
ふ
れ
あ

い
広
場
や
音
の
広
場
、

I
Y
Y
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
楽
し
い
出
惜
し
物
が
た
く
さ
ん
計
画
さ
れ
て
い
る
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
家
族
お
そ
ろ
い
で
I
Y
Y
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
よ
う
。

国
際
青
年
の
年
は
、
参
加
・
関
一
に
寮
献
す
る
こ
と
そ
期
待
し
て
設
一
を
こ
え
た
人
間
同
関
係
の
輸
を
広
げ

発
事
平
和
を
一
7
1
マ
に
、
二
十
一
一
定
さ
れ
た
。
一
る
こ
と
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

世
紀
の
世
界
を
担
う
青
年
た
ち
が
一
平
壌
市
で
は
、
こ
の
間
際
青
年
一
活
動
や
青
年
団
体
活
動
に
積
極
的

脅
年
の
役
割
、
課
題
を
認
識
し
、
一
の
年
の
行
事
と
し
て
、
「
I
Y
Y
一
に
参
加
し
、
地
域
社
会
の
発
展
に

そ
の
課
題
の
解
決
に
{
向
け
て
積
極
一
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン
平
塚
」
一
一
貫
獄
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も

的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
、
地
域
一
を
許
厳
し
た
。
青
年
の
み
な
さ
ん
一
の
。

社
会
や
国
の
発
援
、
世
界
の
宇
和
一
が
相
集
い
、
連
帯
を
深
め
、
投
代
一

I
Y
Y
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

。アマチュアバンドコンサート

・出揖 ① NEW 0・N.A+α ② D 1 
S ③ BAQ BOY 

。野本車艶コンサート (CB Sソニー}

・ヒット曲 宜よ、恋明、イヴ由夜、現在ニ

ユーアルバム「春よ来い早く恋」がとツト

ドーパトントワラー

・出揖五額ヶ台高校、神田高桂{曲目 ノ

ヴエナ、踊りあかそう、銑腕アトム、タッ

チ外)

。ガーJレスカウト酷笛開演轟

。おまつり広噛{田村ばやし、みこし)

。中園タイ撞由民主義葺離(水かけ聾り)

。みんなでチャレンジ(ギネスブックに挑戦

聾面なわとび)

0高控生ブラスパンド液聾

・出横江南高校・神田高校合間横審(曲臼

アルパーマ序曲、悲のカ ニパル外)

。構蝿底、体力測定コーナー

・おしるこ、ポンハゼ、ミニピザ、わたがし、

やきそば、古本パザ一、カップヌ ドル外

。平和記愈瞬画書

・建国 飛べ 円五モルジブヘタト
三
つ
の
広
場
と
会
場
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ナ
ー

で
楽
し
い
催
し
物
が
念
遍
さ
れ
て

い
る
。

化
を
行
い
、
消
費
者
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ン
(
花
水
台
)
・
2
等
(
有
)

向
上
を
殴
り
、
地
域
の
商
業
振
興
幸
進
寓
鹿
(
東
中
原
)
、
(
有
)
越
地

に
寄
与
し
た
忠
鱗
を
表
彰
す
る
も
害
届
(
由
用
金
百
)

e

3
等

や

の
。
審
査
の
結
果
は
、
次
の
と
お
な
ぎ
や
食
料
品
活
(
南
金
目
)
、

蕗
活
街
底
鍍
コ
ン
ク

i
ル

り

。

(

有

)

馬

鳥

豆

腐

庖

(

西

八

マ
A
部
門
(
繁
華
街
物
販
活
部
門
)
繍
)
、
大
郷
屋
(
横
内
)

こ
の
ほ
ど
昭
和
大
イ
年
度
平
塚

ζ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
市
内
小
・

1
等
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
シ
ヨ
ツ

畿
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
た
。
売
商
応
の
中
か
ら
、
底
舗
の
近
代
ブ
も
ち
づ
き
(
紅
谷
町
)

*

2

7

C
部
門
(
飲
食
サ
ー
ビ
ス
底
部

家
総
墾

rゅ
ー
輔
、
ド
何
人
)
?
ぺ
弘
司
匂
ハ
十
き
等
サ
一
一
1
プ
ラ
ザ
平
塚
一
酒
の
な
問
リ
)

臨

tjrJバ

宗

務

当

日

七

時

襲

撃

目

が

し

ま

(

紅

茶

町

)

、

サ

ン

ロ

!?1等
レ
ス
ト
ラ
ン
グ
リ
ー
ン

襲
五
zT襲
撃

{

襲

撃

警

制

(

紅

谷

町

7
3等

タ
オ
ル
ポ
パ
イ
(
紅
谷
町

7
2等
コ

一

謀

議

盤

離

轟

轟

轟

饗

ソ

丸

三

汀

シ

ョ

ッ

プ

タ

室

長

町

)

、

ァ

ル

ネ

ッ

ト

(

明

石

町

)

、

奪

回

圏

醐
際
論
議
摂
談
機
臨
畿
路
震
畿
鶴
鑓
鵠
鶴
醸
鱒
鱒
媛
畿
二
日

T

ン
グ
ラ
l
ズ
ク
ラ
ブ
ラ
イ
ズ
(
見
(
紅
谷
町
)
・

3
等
(
有
)
徳

れ

f

〆
事
錨
磁
調
猶
観
醐
輯
器
購
蟻
欝
購
観
醸
巌
欝
畿
愛
日
f
i
y

附

町

)

延

日

乃

出

家

(

徳

感

)

、

セ

一

ヲ

ベ

鶏
鳴
遜
離
鞠
輔
麟
輔
購
輯
概
麟
麟
鞠
麟
駅
麟
麟
欝

V

ん

ン

(

明

石

町

)

、

手

打

そ

ば

鈴

木

(

明

事
fL襲
撃
機
購
韓
踏
穏
識
鵬
欝
欝
軸
醸
鰻
で
一
~
守
田
部
門
(
周
辺
地
域
物
飯
事
石
町
)
・
努
力
鐙
ヘ
ア
i
サ

問

機

/

離

鰻

機

欝

畿

膨

欝

皆

欝

験

艶

藤

韓

蟻

醸

踊

欝

懇

十

門

)

口

ン

ア

ツ

ミ

(

御

殿

)

、

ま

さ

味

(

東

比
類
務
畿
濯
機
醗
懇
欝
績
腸
難
鶴
醐
嚇
鎚
灘
鱒
髄
醐
醸
輯
舗
嬢
JT
チ

'
1等
コ
ン
デ
ト
ラ
イ
バ
ッ
ハ
八
幡
)
、
ゆ
き
ず
し
(
御
殿
)

一
・
臼
時
日
月
初
日
(
火
)
午
前
一
ま
で
に
、
は
が
き
に
住
所
、
氏
一
一
一
一
日
(
木
)
に
時
間
か
れ
る
こ
と
に

会
開
く

1
3時

名

、

年

齢

、

職

業

、

霊

番

号

を

一

昔

、

広

く

多

く

の

婦

人

か

ら

意

て
会
場
市
役
所
新
館
続
修
護
一
記
入
の
う
}
え
、
〒
山
山
平
諜
市
浅
間
同
一
見
発
表
者
を
募
集
す
る
こ
と
に
な

一
郎
誌
の
講
演
会
も
一
マ
応
募
一
喜
市
内
在
住
の
成
人
一
的
9
l
l
平
塚
市
広
報
謀
市
政
一
っ
た
。

一で、

3
日
間
幸
茄
で
き
る
方
一
に
毅
し
む
会
係
(
内
終
一
一
一
五
五
)
一
臼
常
生
汚
や
活
動
の
中
で
、
ぁ

青
少
年
健
全
育
成
お
よ
び
非
行
て
第
1
都
青
少
年
健
全
育
成
功
一
円
V

申
し
込
み
叩
月
お
日
(
金
二
へ
。
先
着
初
人
。
一
な
弐
か
思
う
こ
と
な
ど
、
建
設
約

一

防

止

活

動

を

再

認

識

し

、

よ

り

一

労

宝

章

一

I
l
j
i
l
l
l
i
-
-
-
J
j
i
l
l
l
i
-
-

一
な
ご
意
見
を
お
寄
口
せ
い
た
だ
き
た

一
層
推
進
し
よ
う
と
、
第
十
一
回
一
ふ
開
2
怒

記

念

講

演

「

私

の

お

一

一

ぃ

。

な

お

、

応

募

者

の

中

か

ら

一

議

事

少

年

健

全

重

大

会

主

ふ

く

ろ

」

語

テ

レ

ビ

司

一

即

時

寵

舗

の

処

分

を

一

名

実

に

、

新

年

婦

人

の

つ

ど

い

聞

か

れ

る

。

一

会

者

三

一

回

一

拐

氏

一

一

で

発

表

し

て

い

た

だ

く

。

マ
日
時

U
R
3
E
g
午

前

一

マ

入

場

料

無

料

一

区

画

整

理

須

賀

北

工

区

内

す

対

象

市

内

在

住

の

婦

人

閉山一時
S
U時
一

行

V

問

い

合

わ

せ

先

市

青

少

年

課

一

一

マ

主

麗

婦

人

の

特

性

を

生

か

し

Z
E場
平
壌
市
民
セ
ン
タ
ー
一
育
成
係
(
内
線
五
0

5

一
平
塚
都
市
計
一
回
餐
巾
改
造
土
地
一
襲
警
(
未
登
記
の
受
口
は
施
行
一
私
た
ち
の
カ
を
地
域
社
会
の
た
め

l
i
l
i
-
-
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
-

一
区
間
整
一
理
事
業
a

須
賞
作
品
工
区
内
一
者
に
届
け
出
を
し
て
い
る
者
)
と
一
に
役
立
て
よ
う

A
3
-
f、
ヨ
品
?
ゐ
一
の
一
保
留
一
地
に
つ
い
て
、
一
般
競
争
一
ず
る
。
そ
の
外
に
も
条
件
あ
り
。
一
マ
応
募
方
法
四
一
白
{
千
世
間
め
原
稿

高

識

に

親

し

む

会

一

入

札

に

よ

り

処

分

す

る

。

一

マ

意

申

し

込

み

一

塁

5
枚

一

マ

入

札

に

付

す

保

留

地

て

綴

白

日

月

n
B
s
m月
初
臼
一
一
v
締
め
切
り
口
月
5
5
(火
)

高

齢

者

問

題

に

取

り

組

む

で

保

留

抽

選

出

芸

札

場

町

斜

番

一

・

時

間

午

前

8
時

ω分
1
午
後
一
マ
応
募
先
一
品
平
塚
市
浅
関
町

一
ぬ
地
積
五
六
、
一
九
平
方
が
一

5
時
(
土
曜
日
は
ロ
終
日
山
分
ま
一

9

1

平
塚
市
教
育
受
員
会
社

市
で
は
市
由
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
一
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
一
・
保
管
地
番
号
お
1
1
札
場
町
一
で
)
一
会
教
育
諌
(
内
線
五
七
回
)

を
理
解
し
て
い
ぺ
た
き
、
苦
い
一
め
、
市
政
に
親
し
む
会
議
く
。
一
挙
8

九

九

、

合

一

一

芸

亘

書

市

役

所

区

霊

霊

一

1
j

一

重

の

テ

ー

号

、

高

齢

者

間

一

・

保

留

地

番

号

お

札

場

町

喜

一

マ

入

札

著

者

の

決

定

一

行

政

相

談

特

設

一
題
で
、
こ
れ
か
ら
ど
う
あ
る
べ
き
一

6

一
二
三
、
六
一
ニ
平
方
幻
一
入
札
申
込
書
の
受
け
付
け
後
、
一

罪
み
二
か
を
皆
さ
ん
で
話
し
合
う
。
了
霊
地
番
号
お
札
場
町

jm番
一
審
査
の
え
適
格
者
と
認
め
た
方
一
相
談
所
を
開
く

構

、

ナ

一

一

一

一

ト
趨
二
「
高
齢
者
間
媛
に
つ
い
て
」
一

7

一
六
一
一
一
、
四
九
平
方
針
一
に
直
接
選
知
す
る
。
一

γ
!
!し

川

崎

竺

白

時

耳

目

白

(

金

)

午

前

一

・

保

留

地

番

芸

札

場

主

主

芸

申

し

込

み

舟

紙

、

章

一

芸

装

週

間

に

あ

わ

せ

、

特

片
端
晴
革
一

9
持
初
分
:
江
一
時
初
分
一

6

五
七
、
八
九
担
方
針
一
続
き
の
心
得
な
ど
は
、
市
区
画
繋
一
設
山
相
談
所
が
開
聞
か
れ
る
。

一円

J

制
民
一
舗
会
場
市
役
所
新
館
会
議
室
一
・
保
留
地
番
号
初
札
場
町
幻
番
一
理
謀
(
内
線
六
O
ニ
)
に
傍
え
て
一
円
V

臼
時
日
月
叩
山
田
(
ホ
)
午
後

章

一

、

聞

広

一

重

量

」

一

8

一
八
凶
、
七

02二
君

。

一

17時

題
ヨ
年
て
、
一
・
臼
時
口
月
間
ω
臼
(
金
)
午
前
山
一
・
保
留
地
番
号
幻
札
場
町
H
U

番

一

一

円

v
会
場
須
賀
公
民
館

醐

山

悼

み

一

時

1
午
後
3
持

一

4

ニ

史

、

九

七

平

方

が

一

婦

人

の

つ

ど

い

ず

望

書

登

記

、

妻

年

ケ

詰

腕

一

・

見

学

先

平

塚

市

生

き

が

い

事

一

マ

入

札

参

加

喜

一

主

張

者

の

募

集

一

金

、

道

路

、

河

川

等

役

所

の

仕

事

に

ク

ツ

逮

医

活

一

業

部

、

伸

生

会

平

塚

養

護

老

人

一

本

宿

工

区

、

馬

入

工

区

、

須

賀

一

一

つ

い

て

ト

円

糊

仏

鵬

一

ホ

1
ム
、
平
塚
市
福
祉
喜
一
雨
量
、
須
賀
北
工
区
の
霊
区
一
第
一
一
一
十
三
回
新
年
婦
人
の
っ
と
マ
問
い
合
わ
せ
先
市
地
域
づ
く

0

0

0

0

一
逐
態
調
」
一
域
内
の
土
地
所
有
煮
ま
た
は
借
一
い
が
、
昭
和
六
十
一
年
一
月
二
十
一
品
市
民
襲
係
(
内
線
二
九
一
一
一
)

中
日
時
四
月
幻
日
(
白
)

ヱ
嘉
数
百
会
館
、
浅
間
緑
地

{
内
容
}

・
抽
出
官
官
鑑
賞
一
一
一
遊
亭
遊
吉
落

・
仮
装
大
会
な
ど
。

市
民
栂
談
蒙

n
i一
一
一
一
内
線
二
九
三

O
人
権
法
措
格
綴
吋
日
月
日
日
(
火
)
、
日
開
月
5
日
(
火
)

。
持
政
苦
情
相
談

F

日
時
1
日
時

。
一
組
法
律
輯
絞
四
月
目
白
(
火
)
、
日
月
7
日
(
木
)

日
月
四
日
(
火
)

予
約
制
(
電
卓
出
で
も
可
)
、
日
時
1
日
時

。
登
記
、
棋
託
、
灘
盤
相
談
日
月
8
臼
(
金
)
、
日
時
1
M時

。
住
宅
相
畿
日
月
盟
関
(
火
)
、
日
時
3
日
時

。
一
離
市
民
棺
銭
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
四
時
ま
で
、
自

曜
・
担
日
は
除
く
)

。
潟
難
生
活
相
続
四
月
日
日
(
金
)
、
時
日
(
壷
)
、
日
月
1
日

(
金
)
、
刊
時
1
日
時

〈
〉
下
輔
融
制
引
相
談
叩
月
口
日
(
木
)
、
日
時
却
分
S
M
時

。
定
例
年
金
相
談
日
月
H
臼
(
木
)
、
凶
時
1
日
時

ご利用を
韓
関
少
年
格
談
窓
(
市
島
セ
ン
タ
ー
一
一
階
)

日刊

i
七
一
一
一
一
一

月
1
金
曜
日
9
時
5
M
時
土
曜
自
は
日
時
ま
で

帽

神

社

会

館

お

i
一
一
三
一
一
一
一
品

。
心
配
ご
と
相
談
檀
趨
河
月
曜
日
(
第
五
を
酷
く
て
日
時
t
日
時

。
一
母
子
棉
駿
毎
週
厚
5
金
曜
日
、

9
時
3
日
時
却
卦

ο車躍情兇坦盟穂脱畿醐檀噛過理百芹付

。
高
齢
帯
糠
掛
韓
鼎
欄
設
聾
遇
月
，
i、3j金
曜
臼
、

9
時
却
分
5吋

M岬時

土
瞳
日
は
四
時
ま
で

。
帯
人
相
鎖
轄
麹
火
・
木
曜
日
{
た
だ
し
、
視
日
の
受
百
は

休
み
て
午
前
日
時
1
ロ
時



民
生
費
で
は
、
整
備
を
進
め
て
ま
だ
申
議
さ
れ
て
い

い
る
市
民
休
養
の
郷
得
泊
施
該
の
忘
れ
ず
に
申
請
を
。

外
檎
工
事
費
等
を
計
上
し
、
花
水
一
・
昭
和
臼
年
4
月
2
臼
か

保
育
園
乳
児
室
等
の
毅
備
費
を
措
一
ら
民
年
4
月
1
臼
ま
で
に
生
ま

議
し
た
。
農
持
水
産
業
費
で
は
、
一
れ
た
幼
児
の
保
護
者

園
祭
支
出
金
の
内
定
に
伴
い
、
高
一
問
い
合
わ
せ
は
、
市
教
育
委
員

度
営
農
地
域
整
備
事
業
等
を
補
迂
一
会
学
務
課
(
内
線
五
一
一
一
一
一
)
へ
。

総

量

呈

ノ

h

」
o

一

;
ま
た
、
土
木
費
で
は
、
霊
補
一
新
入
学
児
童
の

君
主
規
模
は
、
四
富
十
七
一
助
金
の
室
に
伴
う
道
路
改
良
、
一
健
康
診
断
実
施

億
七
千
二
百
万
円
と
な
っ
た
。
一
都
市
下
水
路
、
河
川
等
の
事
業
費
一

主
な
内
容
を
み
る
と
、
総
務
費
一
を
補
正
し
、
生
活
道
路
一
の
護
備
費
一
昭
和
六
十
一
年
四
月
に
市
内
の

で
は
磁
部
丘
陵
地
の
開
発
構
緩
や
一
を
計
上
し
た
ほ
か
、
駅
前
広
場
歩
一
?
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
を
対
象

平
塚
海
岸
地
域
の
護
計
衝
に
つ
一
道
整
備
、
馬
入
縁
道
整
備
等
の
事
一
に
、
健
康
勤
務
を
実
施
す
る
。

い
て
、
等
門
的
な
調
査
を
行
う
た
一
業
費
を
翠
障
し
た
。
一
こ
の
健
康
診
断
は
、
入
学
先
童

め

の

綬

費

を

計

上

し

た

。

一

一

が

四

月

か

ら

元

気

に

登

校

で

き

る

一
う
、
体
の
一
発
育
、
健
康
の
状
況

シ
i
ト

ベ

ル

ト

着

用

を

決

議

一

議

査

す

る

も

の

。

対

象

者

は

、

悲
惨
な
交
議
事
故
を
紡
止
し
、
一
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
拡
大
き
な
効
果
一
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
五

AI、1
4
1
4
1
h官、
i
d

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
一
が
あ
り
、
安
全
運
転
意
識
の
高
揚
一
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
一
一
〉
通
知
替
、
生
育
度
調
査
察
、
母
で
企
画
部
参
事
兼
広
報
課
長
門
松
真
一

め
よ
う
と
、
市
警
官
議
員
の
提
案
一
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
方
策
で
一
た
市
内
に
住
所
の
あ
る
児
意
と
な
一
子
健
康
盃
綴
、
上
ば
き
を
持
参
す
一
次
(
商
工
課
長
)
一
角
田
勇
(
体
育
課
長
補
佐
)

平

塚

市

功

労

者

の

表

彰

}

一

語

。

一

築

)

…

億

五

千

百

五

十

万

同

一

に

よ

り

九

月

市

雲

定

例

会

で

、

一

あ

る

。

一

っ

て

い

る

。

一

る

で

益

事

業

所

書

事

兼

事

業

課

長

福

一

議

暴

露

白
書
翼
平
塚
市
議
会
議
一
・
該
当
施
設
市
民
セ
ン
タ
ー
、
株
式
会
話
主
著
一
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
に
隠
す
る
決

7
1ト

ベ

ル

ト

着

用

を

棄

溺

該

当

す

る

家

庭

に

は

、

十

月

中

一

マ

遺

書

、

書

聖

繍

皇

室

主

課

長

)

で

警

部

商

工

霊

鳥

海

嘉

一
勤
労
会
館
、
教
育
会
館
、
中
央
一
一
議
が
な
さ
れ
だ
一
行
し
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
て
一
に
就
学
時
健
康
普
通
知
書
室
一
護
者
、
豊
の
氏
名
、
フ
リ
ガ
ナ
一
・
建
設
語
撃
事
兼
建
設
総
務
課
長
一
義
務
尋
問
長
)

{

響

重

晶

君

蓄

の

任

命

]

一

公

民

館

一

補

正

予

算

額

は

一

造

事

故

に

よ

る

尊

い

人

命

の

い

た

だ

き

た

い

。

一

る

。

こ

の

通

知

書

が

題

か

な

か

っ

一

を

記

入

す

る

一

軒

軒

町

諮

問

r課
長

L
H
J時
間

臨

時

す

え

一

氏

平

塚

EU一
菱

重

蓄

の

改

正

}

一

九

億

五

千

万

円

一

被

害

防

止

す

る

2
7
1一
一

た

場

合

に

は

、

教

育

委

員

会

事

一

言

臼

、

病

気

等

で

受

診

で

き

一

重

重

(

護

管

理

課

長

)

一

議

補

選

動

{

八

ム

裏

面

開

会

委

員

の

選

任

〕

一

共

済

見

舞

金

の

一

部

署

と

、

大

一

九

月

市

菱

重

例

会

て

昭

和

一

一

た

だ

き

た

い

。

一

絡

す

る

一

田

芳

朗

(

箆

画

整

理

課

長

)

一

社

・

土

地

開

発

公

社

担

当

)

青

木

一

糸

井

晴

雄

氏

平

塚

市

ふ

じ

み

一

人

芸

事

季

五

再

に

引

き

一

六

十

年

度

の

橋

正

予

算

が

提

案

さ

一

幼

稚

四

樹

党

の

募

集

一

な

お

、

外

国

人

の

子

供

も

市

立

一

一

市

民

望

書

重

量

一

審

少

年

菱

重

)

野

ニ

了

自

芸

品

一

上

げ

る

も

の

。

一

れ

、

審

議

の

結

果

原

案

ど

お

り

可

一

一

の

小

学

校

に

入

学

で

き

る

の

て

一

教

帯

問

委

員

長

に

山

嶺

氏

一

一

一

一

塁

(

襲

撃

豊

一

福

祉

部

福

祉

総

務

課

課

長

補

佐

(

百

溺

華

麗

評

事

嚢

員

会

委

一

宝

草

食

契

約

の

締

結

}

一

決

さ

れ

た

。

一

日

月

1
日

か

ら

願

書

の

受

守

一

申

し

出

を

。

一

斉

一

臼

に

臨

時

教

官

宵

委

員

会

一

語

諸

問

諒

判

官

高

石

一

即

時

間

十

佐

宮

伍

(

市

星

第

重

一

マ

メ

何

重

傷

笠

セ

ン

タ

ー

(

焼

一

今

闘

の

補

正

は

、

主

に

圏

雲

一

ィ

一

。

襲

撃

の

き

一

種

さ

れ

、

委

員

長

お

よ

謀

議

長

紐

昇

格

量

一

s
i
i
i
H

-
江
原
基
一
氏
平
警
入
野
三
霊
設
)
建
設
工
事
(
工
場
棟
)
一
出
金
の
内
定
お
よ
主
税
の
一
増
収
一
幼
稚
費
の
募
集
は
、
公
私
三
ご
了
承
を
。
マ
体
を
き
れ
い
に
、
衣
類
は
清
潔
一
費
署
が
選
任
さ
れ
た
。
一
奇
襲
霊
づ
く
り
課
夏
相
章
一
山
共
郎
(
福
祉
総
務
訣
毒
性
)

六
九
番
地
一
四
十
二
億
一
一
一
千
万
円
石
川
島
一
免
込
み
を
財
源
に
、
焼
定
予
算
で
一
歩
調
を
合
わ
せ
行
っ
て
い
る
。
一
な
お
、
市
立
幼
稚
観
は
、
一
年
一
に
ア
教
官
再
結
晶
員
会
委
員
議
出
縄
弱
一
塁
幹
高
倉
一
塁
(
環
境
保
全
課
長
一
・
選
挙
管
理
長
員
会
事
務
局
室
十

{
施
設
使
用
料
の
法
定
に
伴
う
条
一
播
藤
蚤
工
業
株
式
会
社
一
措
置
で
き
な
か
っ
た
事
業
費
、
昭
一
昭
和
六
十
一
年
度
の
募
集
は
、
一
保
育
の
た
め
、
来
年
入
魁
で
き
る
一
!

!

!

!

l

i

t

i

-

-

一

氏

一

補

住

)

一

広

幸

夫

(

樺

韓

昆

金

課

長

補

佐

)

例
改
定
}
一
マ
大
勾
丸
島
線
改
良
工
事
(
緊
急
百
三
年
度
重
に
対
す
る
準
一
入
園
願
書
等
皇
室
十
月
十
五
一
の
は
昭
和
五
十
五
年
四
月
二
臼
か
一
)
一
・
室
長
職
需
署
殺
震
で
市
民
部
青
少
年
号
わ
青
少
年
の
車
一
・
平
理
市
博
物
喜
重
(
書
館
市

撃
の
維
持
霊
童
謡
量
一
整
備
事
業
)
一
億
七
千
四
百
万
一
備
的
経
費
義
援
し
た
。
一
日
宮
、
警
の
警
官
章
一
ら
五
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
一
献
必
勝
宏
監
仕
掛
一
一
氏
一
駐
日
)
石
黒
良
平
毒
づ
く
り
一
撃
描
担
当
)
八
田
義
明
書
担

の
書
ゃ
、
議
都
市
の
使
用
料
一
丹
東
急
霊
株
式
会
議
浜
支
一
こ
の
葉
、
一
雲
計
で
は
橋
一
一
月
一
回
か
皇
室
で
行
う
こ
一
ま
れ
た
幼
児
に
絞
る
。
一
の
若
浬

ω為
ほ

一

l

i

l

i

-

-

一
福
祉
部
児
童
課
保
育
担
当
事
甑
一
時
下
章
第
一
一
雪

E

昨

日

時

伊

軒

ト

日

間

十

一

吋

花

水

公

民

館

薪

改

築

工

事

(

建

一

位

計

諮

問

山

口

弓

お

一

日

れ

わ

山

下

院

内

干

す

に

一

保

育

料

の

補

勤

一

欄

霊

園

圏

言

i
一

人

事

異

動

一

時

長

諸

問

エ

幹

長

谷

一

時

ん

刊

誌

諮

問

A
一

V
9
4
i
a
F
l
i
-
-
i
a
F
A
v
i
-
-十
a
y
t
-
-
d
v
t
a
l
i
a
p
t
i
-
-

教
育
委
員
会
で
は
、
私
立
幼
稚
一
鍋
諜
稚
穣
稚
稚
稚
穏
一
十
月
百
付
で
人
事
尭
雲
行
な
一
川
輔
司
(
選
管
事
務
局
次
長
)
一
博
(
消
防
署
庶
務
室
副
主
幹
)

内

長

守

町

時

日

計

一

」

山

一

一

一

一

町

一

一

新

た

に

七

事

訴

昇

格

し

た

一

i
u
出
官
崎
日
出
目
指

fh一

ょ

に

表

ル

に

表

発

L
j

一

徒

‘

代

の

F
X

抗

生

表

一

五

一

の

奏

諮

問

附

一

一

判

明

来

桝

扮

タ

校

合

英
7

崎

正

中

章

式

田

市

剛

口

一

一

白

校

凱

町

制

晴

雄

校

中

町

駅

駅

洛

印

吟

叩

問

中

市

る

咋

日

開

布

市

よ

d
s
き

ろ

容

づ

き

ろ

容

こ

内

こ

内

と

・

と

・

九
月
九
日
か
ら
開
閉
会
さ
れ
て
い
た
九
丹
市
議
会
定
例
会
は
、
一
一
一
十
日
に
審
議
を
終
え
同
附
会
さ
れ
た
。

今
繋
世
に
は
、
一
般
会
計
補
主
予
算
を
は
じ
め
平
塚
市
功
労
者
の
表
彰
、
市
民
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
使

用
料
の
改
正
な
ど
一
一
十
五
案
件
が
提
案
さ
れ
た
。
審
議
の
結
果
、
市
長
病
続
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
継
続
審
査
と
な
っ
た
ほ
か
は
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
最
終
臼
に
追
加
提
案
さ
れ

た
教
育
委
員
会
委
員
等
の
行
政
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
も
、
原
案
ど
お
り
間
同
意
さ
れ
た
。

韓宵委員

開酉垂蝿

公平韓民

皆
さ
ん
の
思
い
や
り
と
真
心
を

盆
同
募
金
事
理
動
が
十
月
一
門
口
か
る
人
び
と
を
援
護
す
る
募
金
活
動

ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
行
わ
れ
て
だ
。

い
る
。
市
由
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
地
区
の
協
力
員
句
万
が
伺
う
の

協

力

を

。

で

ご

協

力

を

。

こ
の
募
金
は
、
み
ん
な
の
心
と
神
奈
川
県
共
同
募
金
平
塚
支
部

手
で
、
浅
薄
社
会
福
役
施
該
の
整
揺

j

写
真
は
、
募
金
蕩
力
者
に
赤
い

備
や
拡
党
の
ほ
か
、
横
祉
に
欠
け
柄
引
根
を
つ
い
ヨ
る
石
川
市
長
。

秋
も
た
切
な
わ
、
市
内
各
地

で
一
運
動
会
が
開
聞
か
れ
た
。

こ
こ
は
大
神
保
育
園
、
ゼ
ロ

歳
か
ら
五
歳
児
ま
で
一
一
十
八
人

と
い
う
小
さ
な
運
嵐
会
。
で
も

今
日
は
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ

ん
と
一
諸
に
遊
べ
る
と
あ
っ
て

翻
児
た
ち
は
ニ
コ
ニ
コ
顔
。
7
3

入
れ
や
綱
引
き
な
ど
、
業
し
そ

う
な
一
日
だ
っ
た
百;

;
 

私立幼稚園の案内

育英幼稚潤〈出縄)

大神 美星幼稚鼠 (大神)

大野幼稚爵 (東八構う

神間幼稚園(大神)

黒部丘幼稚密 (黒部丘)

さきとり幼穂薗 (四之宮)

さなだ幼稚醤 (主主砲)

清水学園付属幼稚豊富 (根坂間}

鴻南桜ケ丘幼稚潤 (桜ケ丘〉

u らふじ幼稚濁 (山下〉

車藍 平幼稚麗 (蓋平)

つく し幼稚題 (飯島)

つ るみね幼稚園 (浅間町)

道和幼稚繍 (豊原町)

な でしと幼稚閣 (平場1

白 鳥幼稚密(河内〉

花乃幼稚密{入野)

花水 幼稚園(寵城ヶ丘 )

車中原幼稚麹 (東中原)

平碍 幼稚頭{関崎)

平塚紫苑学麹幼稚鼠 (壊原町〕

平壌 ニ葉幼稚週 (見附町〕

平壌めぐみ幼稚il!!I纏)

松風幼稚園 (松風町)

藁翠幼稚調〈下島〉

と

と

大神保育箆

10月 2513&鈴~28 El倒)

格皇室デパート催事場

{主な催し物]①観光コーナー(ポスタ

ー、チラシ)

②特産品展示郎先コーナー(工芸品、民芸

品等)

③工芸品、食料品実潰コーナー(こけし、

開芸、煎餅等)

E主茶属コーナー(わんこそば等)

主催花巻市

調催湾総

会場

市へのご意見や要議、苦情 な ど が

あったら、お気軽にお出かけを。

① 10月15臼{火)

・ 10時~12時大野公民館

・ 14時~16時八幡公民館

• 19時~21時四之宮公民館

① 10月29隠{火)

• 10時~12時松が丘公箆舘

・ 14時~16時南原公民館

• 19時~21時中i草公民館
担当広報課広務係
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入
と
勤
務
と
の
調
和
、
動
物
の

愛
護
を
自
約
と
し
て
、
「
動
物
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
神
奈
川
お
」
が
、

動
物
愛
護
週
間
中
の
九
月
二
十
二

臼
(
日
)
に
潟
南
海
岸
公
額
で
時
間

か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
動
物
と
の
ふ
れ
あ

い
広
場
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
パ
ネ

ル
展
示
、
金
魚
す
く
い
な
ど
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
広
場
に
は
、
ミ
ニ
動

物
関
を
は
じ
め
、
ボ
ニ

l
の
乗

馬
、
子
犬
の
箆
鶏
さ
が
し
、
相
官
祭

犬
の
刊
訓
練
実
技
な
ど
が
あ
り
、
楽

し
く
動
物
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
が

で
き
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
動
物
愛
護
功
労
者
の
表
彰
、

長
寿
動
物
の
表
彰
も
あ
り
ま
し

た
。
動
物
の
最
高
年
齢
は
、
二
十

歳
の
犬
と
猫
で
し
た
。

Fらつ力、

いを

震
度
6
の
烈
鍵
が
予
想
さ
れ

る
地
鍵
防
災
対
策
強
化
地
域

内
で
は
、
鉄
道
、
パ
ス
の
す

べ
て
が
運
転
を
と
り
や
め
、

ち

ま

た

、

一

般

道

路

は

持

渡

部

ぺ

た

J
に
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
大
…

引

憾

な

交

通

規

制

が

行

わ

れ

…

う

る

。

こ

の

た

め

、

マ

イ

カ

ー

一

』

の

運

転

は

、

で

き

る

だ

け

差

吋

軒

警

戒

建

替

の

発

令

事

し

控

え

て

い

た

だ

き

た

い

。

叩

同
一
東
海
地
鍵
の
警
戒
宣
告
間
が
常
務
は
、
通
誇
震
が
急
激
叶

λ

和
一
寸
発
せ
ら
れ
る
と
、
市
で
は
地
に
増
え
る
の
で
、
一
般
の
議
…

旧
工
震
災
害
警
戒
本
部
を
市
役
所
話
は
規
制
さ
れ
る
。
緊
急
の
一

の
一
川
市
民
ホ
ー
ル
に
設
蜜
し
、
地
受
母
、
糞
色
、
帯
同
色
、
緑
…

悦
工
繁
に
備
え
る
た
め
亀
の
事
色
の
公
衆
電
話
を
使
用
す
一

の
一
レ
前
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
る
。
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
は

一

三

寸

一

な

る

。

使

用

で

き

る

が

、

火

の

元

は

ペ

一
レ
一
方
、
平
塚
市
を
は
じ
め
十
分
注
意
し
て
ほ
し
い
。
ー

ツ

(

笥

話

mu

三
O
六
(U)

へ
。
な

一

ぉ

、

U
R
M
B午
後
7
持
か
ら
克

ポ

附

合

体

重

量

で

、

拍

せ

ん

ス
会
、
数
管
会
議
を
開
く
。

11汚23S (こと)

市震センターホー)1;
l時30分間場、 2時間横

・7資事審 平嘩吹奏諜愛好会

a 震動翻 ガーシュイン特集、パυのアメリカ人

ポギーとベス、ナイトパース

ファンダンゴ、悲のカーニパル

話主催 前震えZン安一 言電話32-2235

とき 10.l'l27B(沼)13時開演

ところ翁箆センターホール

く〉出演義 ポニージャックス、丸山浩路件

。申し込み 入場務理券を10月 1日から

市民相談室、市民センター、車問前市民窓

口センタ一、帝京公民重富で配布している。

問い合わせ梅干止総務課庶務係

(内線217)



竹
紙
工
妻
子
ナ
?
、
ぉ
雲
一

e

富

午

前

山

時
1
午
後
6
時

一

の

宅

地

主

主

地

、

用

途

地

域

は

一

こ

と

に

な

っ

た

。

一

旭

柔

道

書

ム

ド

一

マ

章

子

}

一

千

円

一

一
マ
会
場
平
塚
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ピ
一
工
業
地
域
)
…
こ
の
警
列
車
は
、
幸
喜
一
ミ
ン
ト
ン
警
・
卓
球
港
一
ヤ
締
め
切
り
背
昔
喜
一

翌

日

か

ら

湖

南

一

ル

ラ

ス

カ

3
i一

逗
一
マ
雲
、
面
積
…
急
車
問
を
使
用
し
、
全
車
指
定
一
陸
上
中
原
弔
硬
式
一
ア
一
一
一
二
し
込
み
先
見
担
保
護
一

な

ぎ

さ

展

痛

く

一

V
内
容
イ
メ
ジ
イ
ラ
ス
ト
パ
一
。
平
塚
市
大
神
支
出
原
一
一
九
O

E

ヌ
キ
i
キ
ャ
リ
ー
割
引
の
特
一
ス
横
内
・
軟
式
野
球
A
一
内
体
育
課
(
電
話
出
品
|
一
一
一

O
六一

一
ネ
ル
展
、

V
T
R
放

映

一

二

番

五

八

O
、

一

九

平

方

一

典

も

あ

る

。

一

旭

@

同

B

富

士

見

・

パ

レ

1
一
O
)

一

警
な
言
プ
ラ
ン
は
、
果
、
一

V
問

い

合

わ

せ

先

市

企

画

調

整

…

討

す

運

転

期

間

差

1
月
9
日
か
一
ボ
i
ル
男
子
A

土

産

品

8
一

7
j
i〉
一

平
塚
市
、
藤
沢
市
、
茅
ケ
崎
市
、
一
課
(
内
線
一
三
六
)
ア
平
塚
市
大
神
字
台
川
原
二
九
O
一ら

3
5臼
ま

で

一

中

原

白

女

子

A

真

一

幻

呂

に

秒

市

内

一

1

1

1

1

1

1

1

1

!

!

j

i

l

l

一
四
番
六
一
一
一
六
、
七
O
平

方

針

一

マ

愛

称

名

蔵

王

号

、

上

越

号

、

一

?

宮

金

?

ソ

フ

ト

一

帰

り

登

山

を

一

端

議

海

岸

き

れ

い

に

一

J

ヨM
2
問
3
守

臼

一

詩

、

百

害

警

の

約

五

l

汁ツリ
i
，

日

山

一

平

重

要

言

、

秋

の

員

一

ス
テ
ッ
カ
!
の
デ
ザ
イ
ン
募
集
一
・
場
所
売
払
い
物
件
所
在
地
一

3
制
割
引
(
棄
は
約
2
制

宣

言

向

B

旭

一

り

登

山

を

行

う

。

(

雨

天

中

止

)

一

一一
v
入
札
ぬ
月
初
日
(
水
)
午
前
一
問
い
合
わ
せ
は
、
問
鉄
平
塚
一
…
マ
臼
時
羽
月
幻
臼
(
日
)
午
前
一

期
間
南
海
岸
を
き
れ
い
に
す
る
会
一
と
捕
掻
方
法
」
が
作
ら
れ
た
。
一
問
符
…
駅
旅
行
セ
ン
タ
ー
(
一
ブ
ス
カ
ー
一
市
内
実
業
関
体
一

8
要

素

野

駅

前

集

合

一

で
は
、
ス
テ
ッ
カ
ー
の
一
ア
ず
イ
ン
一
過
去
実
室
長
蓄
量
一
・
場
所
量
街
地
区
行
政
セ
ン
一
戸
電
話
ゃ
ご
ち
一
一
O
)
へ

。

一

育

大

会

を

間

関

く

一

マ

コ
i
ス
ヤ
ピ
ツ
蹄
。
ニ
ノ
塔
一

を
差
し
て
い
る
。
一
る
と
、
木
造
住
宅
の
場
合
、
法
規
一
タ
1
5
A
会

議

室

一

一

一

一

一

…

ノ

塔

i
新
日
大
塔
ヶ
宇
一

市
内
の
産
業
綴
号
、
皆
さ
ん
予
期
目
立
月
吉
(
金
)
か
ら
一
マ
養
護
主
筏
2
日
ン
量
一
に
適
合
し
、
か
っ
、
し
っ
か
り
し

J
伺
い
若
葉
市
農
業
委
員
一
郵
便
貯
金
月
間
一
第
一
一
十
一
一
羽
市
内
実
業
罪
抗
一
大
車
線

i
大

倉

バ

ス

停

一

語

刊

誌

と

一

一

一

計

臼

主

午

後

4
時

一

日

付

た

む

詰

一

語

暗

号

れ

一

会

(

内

線

一

二

三

S
E
A
-誌
は

五

訪

日

詰

る

一

計

百

平

塚

か

ら

約

一

千

五

一

一

一

pp

一

、

¥

一

、

j
l

一

紛

糾

明

は

納

期

市

内

に

一

し

者

一

一

一

十

一

月

十

五

日

か

ら

十

七

百

ま

ご

一

お

分

一

③

裏

面

に

作

品

説

明

を

書

く

一

ほ

か

少

な

し

一

方

全

壊

キ

半

一

一

月

鳩

て

あ

る

。

了

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

ロ

月

μ
臼
一
マ
持
ち
物
忌
食
、
雨
呉
、
防
寒
一

の
コ
一
臼
問
、
最
高
育
館
長
写
会
場
高
台
体
重
ほ
か
亨
締
め
切
り
背
習
一
壌
に
あ
っ
た
住
吉
、
ほ
と
ん
ど
一
今
月
は
、
事
星
第
一
一
一
号
一
郵
便
貯
金
は
、
闘
の
財
政
投
資
一
(
見
窓
口
体
喜
)
一
具
、
番
、
懐
中
葬
一

か

れ

る

。

…

マ

内

容

農

水

産

物

a

花
者
で
鶏
一
マ
一
応
募
先
一

Tm平
塚
市
西
八
橋
一
が
軟
弱
地
盤
の
よ
に
撃
で
ら
れ
た
一
納
期
で
あ
る
α

十
月
三
十
一
日
ま
一
計
扇
の
主
要
な
資
金
と
し
て
役
立
了
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日
月
M
一

v

l

一

事
に
は
、
毎
年
好
許
で
あ
る
一
卵
品
評
会
、
工
業
展
、
み
つ
け
市
一

1

3

1

神
奈
川
県
湘
南
地
一
も
の
、
法
規
に
反
す
る
も
の
、
構
一
で
に
、
お
近
く
の
金
扇
町
諮
問
(
郵
一
っ
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
、
最
一
回
、
芦
1
8
(克
堅

田

体

育

一

あ

る

く

会

羽

月

一

農
水
議
長
売
毒
じ
め
、
震
一
(
即
売
)
、
農
水
産
物
廉
売
立
一
区
一
韮
セ
ン
タ
ー
環
境
部
内
湘
一
造
方
法
の
常
識
約
な
こ
と
が
さ
一
便
局
は
ぎ
に
納
め
て
い
た
だ
一
雪
暴
露
三

l

i
一

館

)

一

例

会

を

開

く

一

示
、
催
し
物
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
一
月
昔
、
官
)
、
葉
市
ほ
か
一
南
海
岸
を
き
れ
い
に
す
る
会
事
務
一
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
一
き
た
い
。
一

1
i
l
i
-
-
J
了
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ロ
月

1
B
一

一

れ
る
よ
濠
族
お
そ
ろ
い
で
喜
一
ャ
問
い
合
わ
せ
先
市
霊
童
一
局
室
幻
一
一
七
二
内
線
一
一
一
れ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
専
門
一
納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
、

4

3

り

一

二

基

台

体

育

館

)

一

平

塚

あ

る

く

会

で

は

、

+

喜

一

掛

け

を

。

一

政

管

理

係

(

内

線

香

O
)

一

五

七

)

…

?

知

識

が

な

く

て

も

、

住

宅

語

世

注

喜

納

税

お

よ

び

納

税

貯

章

一

一

野

叫

ん

一

一

。

卓

球

背

1
5
(室
長

一

言

問

く

。

一

一

j
t
I
l
l
i
-
-

一

等

き

る

よ

う

に

な

っ

て

い

る

。

一

合

に

つ

い

て

の

問

い

合

わ

せ

は

二

よ

へ

子

喜

一

7
警

背

官

官

)

雨

天

一

み

ん

な

の

諸

費

生

議

履

一

耐

震

診

断

リ

一

ぜ

ひ

一

度

、

我

が

家

が

譲

に

対

一

市

議

課

(

内

線

一

一

七

七

)

へ

。

二

一

露

呈

百

品

一

一

・

軟

式

霊

持

管

(

大

神

一

の

と

き

は

背

宮

(

臼

)

一

一

peel

一

I
l
i
l
i
-
-
I
l
l
-
一

一

週

冗

一

ど

率

三

軟

式

庭

球

場

)

古

書

場

所

当

日

午

前

8
時
に
一

第
十
旨
み
ん
な
の
消
費
生
活
一

1
ル

が

務

か

れ

る

。

一

ブ

レ

ッ

ト

一

ら

h

‘

:

i

一
一
引
れ

R
J
Z郡
一
一
・
サ
ッ
カ
ー
古
昔
、
ロ
月
一
平
塚
駅
改
札
所
付
近
へ
一

震

が

聞

か

れ

る

。

一

マ

警

一

亘

書

語

、

幼

稚

一

喜

ん

で

い

る

室

、

喜

一

成

告

入

持

ノ

封

篇

募

集

一

一

知

市

U
E
Z一一
1
白
書
ス
ポ
ー
ツ
広
場
ニ
マ
コ
i
ス
選
出
原
入
一

マ
期
日
首
昔
(
金
)
か
ら
亙
弁
当
の
部
、
中
高
生
弁
当
の
一
建
て
よ
う
と
す
る
住
宅
が
、
地
震
一

?

3

f

j

一一

E
m
Z抑
制
蜘
一
一
一
・
硬
式
テ
ニ
ス
ー
ヨ
昔
、
ロ
一
喜
怒
〈
寺
大
関
橋
重
一
一

首
百
(
日
)
ま
で
一
部
、
勤
労
者
弁
当
の
部
一
に
対
し
て
安
全
か
ど
う
か
知
り
た
一
平
塚
署
て
は
、
球
場
の
使
用
一
マ
建
@
霊
長
形
4
号

、

コ

一

一

耕

一

単

語

議

士

号

回

(

桃

浜

配

球

場

ほ

か

)

了

早

川

平

塚

一

戸
A
M刊
誌

ぶ

ク

レ

一

白

押

(

主

計

同

一

刊

行

一

純

計

れ

れ

宣

現

時

2
2筒

の
寄
一
に
い

huupu--一
一

一

波

立

長

F目

立

所

、

一

目

的

背

る

い

日

九

日

蓄

一

ジ

ジ

ト

一

ZEZE育
館

一

jluu川
Ui--!!一

広
告
機
是
正
加
ミ
リ
以
内
単
色
一
一
ぶ
れ

0
0
0

一
一
マ
申
し
込
み

5
2ニ

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
あ
る
く
一

室

コ

ン

ク

ん

一

マ

申

し

込

み

凶

月

初

日

ま

で

に

議

饗

議

襲

撃

額

鱗

鱒

襲

撃

襲

撃

一

刷

り

一

「

liti--L一
ま
で
に
量
産
基
内
体
育
課
一
会
(
喜
四
O
五
二
山
田
)
一

一

は

が

き

で

住

所

、

氏

名

、

年

齢

、

一

鮫

饗

襲

撃

的

射

訓

射

器

戦

車

轟

襲

鐘

議

畿

銀

鱗

鱗

線

機

撃

一

一

一

応

募

し

ま

せ

ん

か

一

出

品

す

る

Z入
の
う
え
、
一
γ
一

審

議

韓

議

議

鑓

鋸

麟

麟

麟

一

こ

の

ほ

員

民

主

主

十

月

末

転

車

検

庁

h
J一

七
七
一
七
日
以
下

jjuuuuuh
一

十
一
月
十
苦
か
ら
向
か
れ
る
一
郎
平
塚
市
浅
間
町
9
!
1

平
塚
一
ケ
一

j
i
j

離

鱒

鱗

犠

醸

瀦

鍛

鶴

機

撃

一

一

一
子
童
聾
嚢
藤
喜
暴
露
襲
撃
麓
轟
轟
麗
聾
札
機
緩
綴
緩
綴
織
鑓
滋
畿
機
一
さ
れ
、
新
し
い
制
度
で
は
民
間
サ
震
年
金
任
意
加
ス
被
保
険
者
現
{
巡
回
受
け
付
け
}
守
口

Z
B
(金
)

一

産
暗
雲
つ
り
で
、
お
弁
当
コ
ン
ク
一
市
役
所
農
産
議
内
平
塚
市
日
本
一
輪
議
議
議
議
議
議
議
議
議
欝
欝
騨
鶴
鰻
鰻
鱒
鶴
一

お
務
機
襲
警
詰
議
議
選
警
一
一
郎
撃
議
鰻
鍛
麟
瀦
鰭
鰻
鶴
一
一
フ
リ
ー
マ
ン
も
前
回
民
年
金
を
費
況
扇
書
官
が
送
付
さ
れ
る
。
厚
生
年
公
民
舘
で
、
確
認
手
続
き
を
受
@
午
部
地
北
公
民
館
一

霧
題
AJ
監
響
塞
プ
γ議
襲
撃
一
す
る
ご
と
に
な
っ
令
書
加
入
し
て
い
る
夫
の
勤
務
先
け
付
け
る
。
最
寄
り
の
会
場
へ
お
@
午
後
書
公
民
館
一

一
難
雛
灘
灘
醸
灘
欝
灘
灘
織
広
勢
丹
畿
警
轍
鰭
難
蟻
鱒
鶴
甲
そ
し
て
、
従
来
任
意
加
入
で
あ
で
届
け
出
事
項
の
確
認
証
明
を
受
一
出
掛
け
を
。
。
壊
後
、
強
一
割
納
入
と
な
っ
て
い
一

一
瀦
瀦
綴
織
鶴
畿
饗
浮
韓
民
営
勝
島
織
機
灘
錦
織
饗
一
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
配
偶
者
け
た
う
一
足
、
市
保
険
年
金
課
年
金
・
午
前
の
部

9
手
話
初
分
る
が
、
重
加
入
と
恩
わ
れ
る
方
一

一
種
欝
鶴
鶴
嬢
懇
勢
変
欝
雛
醗
議
関
段
転
鱒
鵜
時
議
選
強
制
一
時
一
一
十
議
以
土
木
工
璃
未
満
の
係
へ
提
出
党
・
午
後
の
部

1
時
5
4待
望
牧
、
強
制
加
入
被
保
一
笠
宮
一

一

七

轟

襲

撃

議

議

懸

議

毅

幾

重

量

同

一

方

全

員

が

国

民

年

金

に

加

入

す

る

芸

品

空

襲

す

る

)

と

し

て

取

一

一

一

、

警

襲

撃

二

こ

と

に

な

り

、

豊

百

給

麗

民

年

金

法

が

改

正

義

れ

て

い

主

の

う

ち

、

結

一

一
平
塚
警
察
審
で
は
、
皆
さ
ん
が
一
ゎ
な
い
方
法
ゃ
、
交
通
、
青
少
一
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

7

婚
に
よ
り
全
議
加
入
者
に
該
当
す
一

一
，
轟
や
交
通
事
故
等
の
被
害
に
あ
一
年
、
サ
ラ
金
問
題
等
に
つ
い
て
相
一
ア
」
の
撃
に
よ
り
、
夫
が
厚
生
任
意
加
入
者
は
底
け
政
る
方
は
、
十
一
月
十
五
日
以
後
、
一

一

わ

な

い

よ

う

、

パ

ト

ロ

ー

ル

を

強

一

談

に

応

じ

た

り

、

婆

翠

・

意

見

を

一

年

金

に

加

入

し

て

お

り

、

健

康

保

菌

民

年

金

手

緩

、

夫

の

年

金

手

一

一
化
し
て
い
る
。
一
お
開
聞
き
し
た
り
す
る
。
一
検
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
る
配
な
お
、
篠
認
証
明
の
な
い
方
、
守
口
月

m
a
(火
)
様
、
健
康
保
険
夜
、
印
鑑
を
持
参
一

一
特
に
、
寸
月
中
は
県
下
一
斉
に
一
な
お
、
訪
問
の
燦
に
、
交
通
事
一
偶
者
(
専
業
主
婦
)
は
、
昭
和
六
社
会
保
険
庁
か
ら
用
紙
が
開
掛
か
な
・
午
前
神
田
公
民
銀
の
う
え
手
続
き
を
。
一

一
巡
回
連
絡
強
化
月
間
を
実
施
し
、
一
放
や
火
災
、
違
憲
被
害
事
一
十
一
年
青
か
ら
保
険
料
を
納
め
い
方
は
、
夫
の
年
金
享
綴
と
健
康
・
午
後
大
野
公
民
館
。
一
翼
重
量
史
実
一

交
番
や
警
所
の
警
察
官
が
地
域
一
わ
れ
た
場
合
の
連
絡
や
、
嶋
田
さ
ん
一
手
量
が
な
く
な
る
。
保
検
証
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え

4
T
E月
民

自

主

総

和

六

十

一

年

四

月

以

降

、

国

一
の
{
護
憲
4

訪

問

し

て

い

る

。

一

金

量

へ

の

護

室

長

主

た

だ

し

、

婆

著

書

量

続

き

を
O

場
午
前
金
首
長
鐙
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
て
い

一
こ
の
巡
回
連
絡
は
、
家
庭
訪
問
一
た
せ
る
壁
内
カ
ー
ド
の
作
成
を
お
一
と
な
る
の
で
、
お
忘
れ
な
く
。
え
た
し
、
夫
が
共
済
組
合
に
加
・
午
後
旭
公
民
館
た
だ
き
た
い
。

一
し
た
唾
暴
官
が
、
皆
さ
ん
と
の
対
一
一
細
い
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ご
協
力
盤
渓
年
金
に
任
接
加
入
入
し
て
い
る
配
偶
者
は
、
今
回
の
守
口
汚
幻
臼
(
木
)
マ
問
問
い
合
わ
せ
先
市
保
検
年
金

一

諮

ふ

れ

あ

い

の

中

で

、

盗

難

に

あ

一

を

お

願

い

し

た

い

。

履

け

出

は

必

留

置

な

い

。

@

午

前

須

賀

公

民

館

諜

年

金

係

(

内

線

二

五

一

)

車京警護ひ

uuu 15詩uuu 

第ヰ守守望号(5) 

消
防
署
で
は
、
枯
れ
草
火
災
防

止
の
た
め
、
今
汚
か
ら
枯
れ
草
の

の
識
変
、
指
導
を
始
め
た
。

ド
枯
れ
草
火
災
は
、
冬
か
ら
春
の

乾
燥
期
に
集
中
し
て
発
生
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
ひ
と
た
び
発
生
す

る
と
、
急
速
に
、
し
か
も
広
範
舗

に
燃
え
広
が
る
危
険
性
が
あ
る
。

雑
草
奇
盤
寵
し
て
い
る
空
き
地

の
所
有
者
、
管
理
者
、
占
有
者
は

膏
撃
の
う
ち
に
刈
り
取
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

ま
た
、
子
供
の
火
遊
び
に
注
意

し
、
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
の
投
げ

捨
て
は
や
め
よ
う
。

20語{題}
13時から時まで

雨天のときは、 10月27日闘に}績廷

ところ 策議事溺主主遇りとその周辺

.tおi苫150庖以上(市民工房、平場名建物見夜し販売等)

ロ守再審}①ロケット打ち上げ(子供科学広場で当Eヨ製作}

i]:;湘南ナウイカップルコンテスト

③太楊エネルギ噴水

④市良市勝ち抜き腕相撲等

金銭平塚務年金露童l'Ii

きと
-11月の開放 Iま

糊 iこ利婦できます。{桝鰍)
開態調鼠 卓球、バドミントン、バスケット、

軟式寵球(13..-.....16時〕、パレ (16---20時)

楽各種銭とも、ラケット、シャトノレ、ポ }j....j;;t 

4必ず各融持哲診を。〈体育掘に詰用意しでありませ

ん〆〉

lO!l2SEl (月) 午後 1蒋~語草寺

ll)警弱{月) 11 

運動のできる紐識で害加し、よはさき用のi翠要ぬ
ぐつを用意してください。(舘内出土足離禁で

すJ 醗技場内でむ故金は禁止です。

揖き弱 体帯襲撃緩揺31-30印



ー
部
天
間
と
地
銀
、
ト
ル
コ

行
進
曲
ほ
か

2
部
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
市
民

合
唱
(
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ほ
か
)

・3
部
交
響
曲
未
完
成

マ
入
場
料
一
般
一
千
円
、
子
供

(
高
校
生
ま
で
)
五
否
内

な
お
、
一
般
、
子
供
そ
れ
ぞ
れ

お
枚
以
上
購
入
の
方
は
、

5
削引の

手
数
料
を
お
支
払
い
す
る
。

マ
入
場
券
発
売
所
サ
ク
ラ
巻
版

本
忠
、
ヤ
ン
レ
イ
レ
コ
ー
ド
、
花

水
害
宿
泊
、
カ
マ
ヤ
ス
ト
ア
、
文
栄

堂
、
穏
一
見
怠
楽
器
沼
、
な
で
し
こ

責
一
層
、
平
塚
市
良
ゼ
ン
タ
l
(篭

諮
問
叫
二
二
三
五
)

技
能
職
盟
体
の

奉
仕
市
を
開
く

-;::f!当然観察会(地
亜民j習中の植物化石や、

親富ずる。

・日時日月四日(日) 9 時~16時

・場所 平壕市こと畳(琵菅~矢沢}

・申し込み 10月初日までに往揮はがきで。

多数のときは、抽せんで30入。

女体験学潔「巣箱を作ろうJ
シジュウカラ用の単箱を作り、高麗山の杉

林へかけに行く。

・日時 11月24日 (日) 9 時~16時

島 場 所 博 物 語 科 学 教 室 、高麗山

・申し込み 日月10日までに控撞はがきで。

多数白ときは、抽せんで20人。

会秋期特別展「手紙のt霊界j
北来、毛利、量産氏ら戦国武押から、維新

期まで叩武ィ人、文人目手紙を展示している。

・期間 10月27日{日〉まで

合体館臼 揺週月曜日、汚末、日月 3日

合博物舘干254浅間繍Jl2-剖喝輯33-5111

~に潜入。原作フレデリック・フオーサイス

のスリル e サスペンス。

女こども峡言語会
<Ol11月24潤(自) 10時、 M時 ・3階ホール

「忘れられた人形」カラーアニメ 14分

「怒りむキングコングj カラ アニメ20分

す 16ミ')~挟写機誘習会

16ミリ暁写横田撮作技捕を棲揮していただこ

うと、講習会を聞く。棲了者には認定曹を宜

付するロ

領期日 11月15日(金) -....11月16自(土)

・時間 9 時15分~16時

・会場密書館 3階合議室

・費用 500円(テキスト代)

・持書するもの 昼食、はさみ、筆記用具

・申し込み 11月 5日(火)から、図書館揖

聴覚ライブラリーで費け付ける。

会開輯時間

・貸出室、参考室、学習室 9 時~16時50分

す議事書週罪悪峡 E霊会

岱 10持20日(日) 10時、 14時・ 3階ホール

「韓倉文学散さ多」カラ 40分

「陽のあたる家旗Jカラー32分

台 号是認会
。日月 17自(忍) 10時、 14時 ・3階ホール

「ジャツカル白日j カラー 2時間23分 ド

ゴール大統領暗殺むため、ブ口の殺し麗がパ

や音楽槙響、槙揮属も開く。(入場自由)

・日時 四月 26日(ごと) 9 時~21時(展示発

表)、 10月27日〈日) 9 時~16時

すハイキングリーダー養成
ハイキングについて白基轄を学び、金Eljll

で実践する。(申し込み制)

・期日 11月 7B (木) ---11月10百(臼)

・時間 18時30分~20時 30分

-対車青年30人

女il1野草:コーナ

山野草の展示と相談を行う。(入場自出〉

・期日 11月 8日(金) --11月四日(日〕

・時間 9時-21時(最終日は16時まで。棺

設は17時まで〉

合青年ダンス教室主
ダンスむ基礎を学問う。(申し込み制)

・期日 11月日目、 22臼、 27日、 12月 4日、

11目、 18日

・時間四時~20時30分

・対韓青年男女各30人

女申し迅み 竜訴か、ご来鵠を。

τ母体貧富田 笹週月曜日、 11月 5日

特殊学 級 作 品 展
小ー中学校特殊学級の作品

llj唱!OS(提)-泥沼(火)

午前10時~午後 4時 30分

教育会書官大会議室

ぜひ、ご見学ください

小 説 ・ 文 学

人の匂ひ 官5ベスト・エッセイ集

日本エッセイスト・クラブ

f源氏物語」を江戸から読む

野口武彦

風のように光のように 立原幹

ふた り で シ ョパンを 新倉智子

天山を越え て 初 挑 沢 耕 史

二十歳主主獣 増 田 み ず 子

魚雷艇学生 島尾敏雄

捷腐のi.t 藤沢周平

玄笑地噂 筒井康障

山重量のわが家 水苔光江

第 四帝国 M.リンクレイターほか

デ ス ー ヴ ァレー イブ・メルキオー

書量謹・生活

作る・

ザ収納 e 護寝

遺言警の書き方

トップおりがみ

いきい君熟年寄等感 脇田保

米山京子のゆ め い ろ 人 形 米 山 京 子

来士金科学・その偽

読書三時 中村真一郎

テクノ最前戦 較日新関手士

自己決定の心法学 E'L'デシ

河野謙三先 生と私 菓原祐幸

回路古111拘画集 古川淘

光ファイパ利用技術 アグネ

中小 企 業 の 福利車生 綱木逸期

日本経清・変化の読み方 持よ宗治

売れる活はここがちがう 皆 111勝弘

おばあちゃ ん の ユ 夕 日 報 上 坂 寺 子

医療に生き る 若月俊

得 5年変転、の時代 柳田邦男

※乙の外にヰ

山あります。



開対委設 2麓 6か月までの乳幼児

瞳 合 場 平 揮 県 館 所

揮臼韓日月11日、 18日、 25日

瞬時間午前 9時-10時30分

開申し込み 電話で平理部韓所 (32

-0130) へそ予約する。できるだ貯先

に乳幼児輯科教室町受講を。

-
H
μ
R
7
日
、
日
月
刊
山
日
旭
北

一
公
民
館
(
講
師
吉
田
山
車
且
監
部
)

一
※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時

自

分

の

健

康

状

態

を

自

分

で

管

一

ち

の

母

親

一

お

分

か

ら

3
時
ま
で
。

理
し
て
も
ら
う
た
め
、
空
歳
以
一
マ
会
場
保
健
セ
ン
タ
ー
一
一
肉
親
教
室
で
す

よ
の
方
を
対
象
に
、
無
料
の
一
般
一
マ
日
程
と
内
容
一

y

一
健
康
診
査
を
(
笑
施
し
て
い
る
。

7
1日
目
立
月
9
5
赤
ち
ゃ
一
新
し
く
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

一
一
か
か
り
つ
け
の
病
院
e

箆
続
一
ん
に
多
い
病
気
と
育
児
(
講
師
一
に
な
ら
れ
る
方
の
た
め
、
毎
局
両

一
(
市
民
病
仲
間
は
除
く
)
に
と
引
相
談
一
近
膝
朗
先
生
)
一
綴
教
護
者
品
開
い
て
い
る
。

一
の
う
え
、
毎
年
、
自
分
の
誕
生
互

i
日
百
日
月
訪
日
差
時
一
マ
対
象
妊
娠
8
か
月
以
降
の
初

を

8

一
に
必
ず
受
げ
る
よ
う
に
し
よ
う
。
一
の
看
護
の
し
か
た
(
ス
ラ
イ
ド
と
一
妊
婦
と
夫

…

…

ト

一

受

診

の

擦

は

、

保

険

証

官

持

参

一

保

健

婦

の

話

)

一

7
日
時
一
訪
日
付
お
臼
(
土
)
午
前

出
航
一
す
る
。
ま
た
、
健
康
手
張
を
お
持
一
マ
時
間
午
前
回
一
時
1
日
時
お
分
一
9
持
部
分
1
日
時
お
分

問
団
間
一

uql、
健

康

手

帳

も

お

忘

れ

一

健

康

教

室

聞

く

一

日

間

同

時

U
引

当

構

院

一

一

一

輔
未
病
一
な
お
、

8
同
月
は
七
百
八
十
七
人
一
行
V

心
綴
疾
患
の
予
防
一
マ
申
し
込
み
露
詰
で
保
健
セ
ン

z
=て
-

一

一

一

会
制
壁
一
の
方
が
受
診
し
て
、
自
分
の
健
康
一
。
日
月
日
日
金
自
公
民
館
(
講
一
タ

i
(
M
i
O一
一
一
一
一
)
へ
。

象

η
業

一

宇

議

か

め

て

い

る

。

一

一

間

川

井

保

田

戸

民

総

)

一

対

て

開

一

一

一

巡

国

更

生

格

談

覇
し
輔
一
問
い
合
わ
せ
話
、
市
健
康
課
一
マ
更
年
織
の
す
ご
し
方
一

一
(
内
線
二
五
九
)
へ
。
一
。
山
周
辺
日
松
原
公
民
館
(
講
一
円
〉
整
形
ブ
ロ
ッ
ク
お
月

m
B

時

四

世

間

性

一

言

ん

教

室

で

す

一

日

同

九

段

時

計

公

民

館

一

人

間

匹

AMUUP)午
一

5
1
1ン
字
書
(
小
学

問
油
田
山
初
一
マ
対
象
的
年
5
R
]
日
1
7
月
↑
(
議
溺
ム
コ
拝
敏
穫
が
寵
)
一
前
日
時
1
U
将

一

2
1
6
t
)
、
ぶ
ら
さ
が
り
韓
鹿
器
、

~

~

~

~

~

一

一

一

一

日

日

日

呂

臼

一

会

場

は

平

塚

市

福

祉

会

館

。

間

…

ハ

ン

ガ

J
ブ
ー
ス
、
ベ
ビ
}
用
パ
ス
、

民

間

目

一

い

合

わ

せ

は

、

高

校

総

務

課

更

一

食

卓

用

子

供

い

す

、

ベ

ピ

1
用
欄

7

7

7

3

日

引

一

生

福

祉

係

(

内

線

一

一

一

…

一

一

)

へ

。

一

マ

瞳

っ

て

く

だ

さ

い

2
段
ベ
ク

咋

阜

市

叩

児

年

年

一

一

ド

、

貴

器

戸

棚

、

洋

艦

ダ

ン

ス

、

則

2
1
M
E
日

救

急

法

講

習

会

一

み

な

さ

ん

の

ご

協

力

で

、

一

宇

託

、

洗

襲

、

ク

ー

ラ

ー

、

月
臼
日
目

6

日

日

一

せ

が

非

常

に

増

え

て

い

る

。

た

だ

し

、

一

石

油

ス

ト

ー

ブ

、

ベ

ビ

ー

カ

ー

、

か
8
叩
訂
車

5

U

マ
ヨ
稼
ロ
月
刊
山
口
凶
か
ら
日
河
川
品
一
み
な
さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
と
き
一
ベ
ピ
1
用
ふ
と
ん

3
R
月
月

1

月

月

一

一

E
日

日

日

【

日

日

臼

ま

で

の

9
臼
問
問
…
に
は
、
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
も
の
も
一
マ

i
ク
の
い
ろ
い
ろ

-
時
間
午
後
6
鈴
1
5時
(
回
一
あ
る
の
で
、
ご
了
象
を
。
一

曜
日
は
午
前
9
時
1
午
後
5
持
)
一

O
一
平
用
品
登
輯
構
報
は
一

守
会
場
平
塚
亘
書
室
ほ
か
一
市
毒
づ
く
り
課
市
民
生
活
情
(
内
一

一
結
二
四
四
)
へ
。

マ
受
講
料
一
千
円
(
教
材
費
ν

一一円
v
轄
り
ま
す
新
生
児
用
主
端
、

マ
締
め
切
り
羽
同
月
お
臼
一

一
ダ
フ
ル
ベ
ッ
ド
、
ミ
シ
ン
、
オ
!
デ
ィ

マ
申
し
込
み
先
市
福
祉
総
務
謀
一
オ
ヌ
イ
マ
1
、
加
湿
器
、
電
気
ポ
ツ

庶
務
係
(
内
線
二
一
七
)
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
、
ゼ
ッ
ト
ラ
イ

フ
ロ
パ
ン
用
揚
揖
器
、
学
習
大
事

生後10か月から12か月未満の蔀ち

ゃんが畳日る健鹿器査。くわしいこ

とは平場保健所 (32-0130) へo

盟対象接瞳当日に満 3カ、月を経過

して18か汚未満の乳幼児で満18か月

に遣しないうちに 2回の掘用をすま

せる。鰭康上の理由で畳けられなか

った人は、満 4歳に達しないうちな

ら受けられる。

[10Yll 
18日 中扇公民館、金自公民龍、

※問崎公民鯖

羽田 神田公民館、楽企自公民輯、

被域島公民賠

23日 福祉会舘、旭北公民館、

※畳間公民舘

24B 瞳部会館、大野公民館、

構内公民臨

25日 揮瞳センタ一、

演中央農協ネ沢支所

瞳会場揮瞳センター

輯畳付午桂 l時-2時

盟母子龍鹿手帳本冊・別冊と筆記用

具 を 持 番 (3か月児は本冊目み)

盟輔 Z期，.， 3翻畳ける

・対象 2意気 (24か月)から 4謹 (48

か月)までの幼児。なお、接種間捕

は 2由、 3聞とも 3週間から 8週間。

醐購 2期・・ 1鐙置ける

・対象車 1期の 3随闘が終わって

から 1年以よ 1年 6か月以内の期聞

に費廿る。なお、車工期そ厚由に受

けて、第 2期もなるべく竿く 4読ま

でに終了するようにしていただきた

し、。
調 控意 1年以内にケイレン亮作の

あった人は受けられない。

[11丹]

27日 描祉会轄、組北公民館、

※愛国公民蝿

28B 瞳保全館、横内公民館、

大野公毘鵡

"臼 樺韓センター、

液中央農協土択支所

主治憶の許可を樽てから参加を。

輔前期(妊掘 6か月までの方)

l1A 6目、 11日

瞳桂期〈虹掘 8か月以降の方)

11月18日、 25臼

輔時間午後 1時30分-4時

臨会場探瞳センター (34-0311)

輔申し込み 当日直接会場へ。

盟母子韓康子極、筆記用呉、スラッ

クス、さらし、載鑓道具を持参。

必
ず
受
け
よ
う

狂犬病の予肪注射路程表
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館

第

館

窟

舘

民

社

野

民

公

民

園

公

神

み

公

町

公

公

同

阿

延

じ

野

石

曙

水

金

徳

ふ

大

明

八

花

庫念

館

館

日

館

館

館

会

民

金

民

民

民

泊

公

闇

北

公

公

公

自

宮

公

協

北

崎

内

幡

之

浜

農

旭

潟

横

八

凶

桃

-
日
月
お
門
間
金
回
公
民
館
・
日
月
回
目
平
塚
保
健
前

時
間
9
時
半
1
刊
一
時
半

(
老
人
の
心
と
体
、
い
ざ
と
い
う

っ
て
よ
く
治
る
の
で
、
毎
年

検
診
を
受
け
て
お
き
た
い
も

の
で
あ
る
。
四
十
歳
以
上
の

方
は
、
平
塚
市
の
一
般
健
康

診
査
で
胸
部
X
線
検
査
が
受

け
ら
れ
、
疑
い
の
あ
る
人
は

た
ん
の
締
結
諺
が
で
き
る
。

検
診
と
禁
煙
で
、
腕
が
ん

を
な
く
そ
う
。

繊
維
製
品
の
取
り
扱
い
表
示

ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
で
き

マ
臼
待
問
山
月
幻
自
(
火
)
午
後

1
時
初
分
3
3時
お
分

マ
会
場
平
塚
市
整
室
露

マ
テ
ー
マ
悪
徳
商
法
あ
の
手
こ

の
手
一
う
ま
い
話
に
は
落
し
穴
」

マ
講
師
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

加
藤
敬
氏

マ
申
し
込
み
叩
月
刊
目
白
(
土
)

ま
で
に
市
地
域
一
つ
く
り
謀
(
内
線

一
同
一
四
)
へ

しょう油 i1 パック

トイレット|
160m4個人ベ←パ i

臨問:肩lUOg

鶏 卵 IM1Q間入

まあじ|丸山Og

じゃがいも 1kg

みそ 1均

パ ン 斤

住民異動屈は、選挙、就学、国民年金、匿i民韓鹿保

暁、予間接語、印鑑証明など白もとになる重要なもの

です。住所が変わったときは必ず14日以内に届け出を

してください。

届け出には、そ白方の氏名、性所、異動した年月

呂、提前の住所等がわかるようにし、本人または役帯

主帯が届け出ることになっています。

うそり届け出をしたり、正当の理由がなく届け出を

おこたった場合は過料が科せられる場合があります。

液援当 市民課市民異動部(瞳諮問-1111内緯234)

74歳以 上 の 方 に 、 は り 、きゅう、あん

ま、 マ ッ サ ー ジ 、 指 圧 の助成を行ってい

る。

。受療券の交付
明治 44年 5月 31日以前に主主まれ

明治 44年 6月 1臼 か ら 45年 3月

た方は、 74歳になった汚か ら 2か月に 1枚の

署員日合で交付する。ただし、 74歳の期間につい

ては、ご本人の市民税所得苦手j額が課税されてい

る方は、対象外。

0自主主食争亘書璽 1枚につ吉 600丹

。 申し込み 印鑑および健旗手続または健康保

検置正巷持参のうえ、福祉総務課〈内線 219)

p、。



平
理
市
腎
友
会
で
は
、
腎
臓
病
の

講
積
舎
を
開
く
。

マ
日
時
四
月
初
日
(
臼
)
午
後
1

時
担
分

守
会
場
平
塚
市
中
央
公
民
館

マ
講
師
平
壕
市
民
揖
院
内
科
一
粧
品
世

市
制
五
十
周
年
記

念
に
吋
平
塚
八
景
」

が
警
足
さ
れ
ま
し
た
ー
そ
の
一

つ
に
、
霧
降
り
の
滝
@
松
岩
寺

が
あ
り
ま
す
。

ハ
イ
キ
ン
グ
に
も
よ
い
季
節

と
な
り
、
こ
こ
を
訪
れ
る
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
田
周
辺
に
案
内
板
を
立
て
る

な
ど
、
も
う
少
し
整
備
し
て
い

た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

〈
滋
八
時
糊
伊
藤
幸
子
さ
ん
〉

J
I
l
l
u

崎
輔
副
障
り
の
滝
、

J
Z
t
J
I
松
岩
寺
の
開
周
辺
は

嘉
一
と
移
〕
め
る
身
近
な
景
勝

地
と
し
て
、
最
近
多
く
の
市
民

の
ガ
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

そ
ζ
で
、
今
年
度
中
に
は
周

辺
の
景
観
整
備
を
行
い
、
ベ
ン

チ
等
の
休
懇
施
設
や
案
内
板
、

道
標
等
を
設
置
し
、
ハ
イ
キ
ン

部
長
摺
提
珪
氏

マ
期
日
日
月
四
日
(
土
)

マ
会
場
松
原
公
民
即
時

円

v
相
談
員
弁
護
土
賀
原
唯
光
式

相
談
希
望
者
は
、
前
日
今
後
5
時

ま
で
に
松
原
公
民
館
(
逐
語
引
六

一
八
六
)
へ
予
約
を
。

マ
期
日
目
月
口
臼
か
ら
日
月
四
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
(
日
月
M
臼
は

除
く
)

守
会
場
平
壕
市
福
祉
会
舘

守
申
し
込
み
先
平
域
市
社
会
福
祉

協
議
会
(
電
語
均
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
)

マ
日
時
日
月
回
日
(
火
)
午
後
1

時
叩
分
3
4時
加
分

7
4
1
場
県
農
業
会
舘
(
駅
南
口
)

グ
コ

i
ス
も
獲
備
し
ま
す
。

こ
の
渇
辺
は
、
春
は
山
桜
、

マ
テ
!
マ
い
ま
、
な
ぜ
擢
鹿
・
体

力
つ
く
り
か

マ
申
し
込
み
刊
月
白
日
ま
で
に
平

塚
保
健
所
(
電
話
回
。
一
一
一
一

O)

へ。
消
防
本
部
て
は
、
分
閉
庁
舎
往
み

込
み
の
留
守
番
を
募
集
し
て
い
る
。

マ
場
所
摘
出
第
口
分
防
庁
舎
(
平

塚
市
土
麗
凡
九
三
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
消
防
本
部
庶
務

課
(
篭
話
n
i
一
二
三
四
G
内
綿
詑
)

マ
場
所
旭
北
公
民
館

門
V

手
当
月
額
二
万
四
イ
十
二
百
円

マ
資
格
安
市
内
に
住
む
嬉
麗
な
婦

人
で
、
配
揮
者
と
住
み
込
み
可
能
な

方
②
品
一
時
間
歳
以
下
の
方

ヤ
申
し
込
み
日
月
同
日
ま
で
に
市

販
の
履
歴
書
(
写
真
添
付
)
を
市
社

今年度広告に案内緩やベンチを

新
緑
、
夏
は
森
林
降
、
霧
降
り

の
滝
の
清
流
、
秋
は
紅
葉
狩
り

が
楽
し
め
、
冬
に
は
滝
の
水
草
砲

を
見
る
こ
之
が
で
き
ま
す
。

。
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

松
岩
寺
バ
ス
停
下
吉
沢
八

会
教
育
課
(
内
綿
五
一
回
一
へ
。

内

v
日
時
四
月
日
日
(
火
)
午
前
9

寺
0
1
f

品
作

2
Jノ

マ
会
場
消
防
訓
練
場
(
田
村
)

マ
揖
自
粉
末
消
火
器
、
小
型
動
力

ポ
ン
プ
換
法
等

さ
ぎ
、
お
と
し
、
交
通
事
故
な
ど

の
被
害
者
で
、
犯
人
を
裁
判
に
か
け

て
く
れ
ず
不
審
に
思
っ
て
い
る
方
、

禎
察
審
査
会
へ
ご
相
談
を
。

問
い
合
わ
せ
は
つ
小
田
原
裁
判
所
内

小
田
原
検
察
審
査
会
事
務
局
(
電
語

。
四
六
五
j
n
i
六
一
八
六
)
へ
。

マ
日
程

3
月
目
白
(
土
)
か
ら
3

月
四
日
(
土
)
ま
で

ヤ
見
学
地
上
海
、
西
宏
、
洛
犠
、

剣
神
社
松
岩
寺
'
'
霧
降
り
の

減
。
ゐ
立
石
鷹
取
山
立
石

八
塚
古
墳
群
:
上
吉
沢
敷
石
遺

跡
。
上
吉
沢
八
剣
神
社
:
吉
沢

の
池
妙
覚
寺
。
中
沢
橋
バ
ス

停
。
約
3
時
間
〈
瀦
ヱ
怒
〉

北
京

V
参
加
時
四
用
ょ
一
ー
寸
五
万
八
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
市
地
域
づ
く
り

課
(
円
棉
士
山
間
)

?
日
時
山
月
口
日
(
水
)
午
後
1

時
1
3
4
時

寸
会
場
六
磯
町
立
ふ
れ
あ
い
全
曲

マ
内
容
消
費
者
組
体
の
活
動
報
告

す
問
い
合
わ
せ
先
県
平
塚
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
(
篭
話
詑
由
。
九
四
)

閣時
μ乞
省
切
で
は
、
中
国
捜
留
日
本
人

孤
児
の
様
子
を
、
現
地
で
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
に
収
錯
し
た
。
穏
覧
希
望
む
と
刀

は
、
県
福
祉
部
蟹
護
諜
(
電
話
。
四

五
…
一

O
一
l
l
一
一
一
一
内
練
五
五

五
六
)
へ
。

マ
日
程
日
月
四
日
(
臼
)
、
日
月

日
日
(
土
)
、
口
日
(
日
)

門

v
対
象
青
年
、
成
人
初
人

ヤ
内
容
野
外
活
動
の
進
め
方
ほ
か

マ
費
用
一
千
七
百
円

V
申
し
込
み
日
月
6
Hま
で
に
、

県
ム
リ
子
補
南
努
少
年
の
家
(
電
話
由

。
六
七
六
)
へ

コ
ン
ビ
ュ

i

夕
、
技
術
の
展
望

守
口
月
日
日
(
金
)

円
、
今
日
、
明
日

'
会
場
東
海
大
学
湘
南
校
舎

'
時
間
午
後
4
時
羽
分
1
6
持
部

分
得
連
絡
先
東
海
大
学
期
南
公
開
セ

ミ
ナ
!
長
h

貝
会
(
電
話
出
;
一
一
一

内
綿
…
一
一
九
六
) テ

レ
ど
の
昨

左衛門の時名で、また之ち、八度

問、角田、そりまち、ょこ町、麗

敵町、さいかちの 7宇にわたって

人りまじっていた。

検地当時の小出原帯主は稲葉氏

であったが、のち大久保氏に替わ

った。大久博氏に持わっても、 'J、

出原宿救米分は変化が無かった。

榔蔵入とは幕府の直轄地のこと

で、この地は元掻10年(1697) に

説本会橋氏の額分になった。

名請人の三郎兵樹、平左衛門の

間人は、共に公所村の居住者(共

に葉山姓、平左帯門家は前記撞敵

町に居生していたと伝える)であ

る。そして、向車子孫のいずれか

が、公所村の名主役(風土記稿は

'!!正)に兼ね、あるいはJ]U閣にこ

の村の名主投そ勤めていた。

こり村は、正保元年 (1644) の

改定図には記載なく、先課15年の

改定函には「長持入者村J として

記載されている。このことは、こ

の村が正樺圃元操年聞において長

持村から分村拙立したことと、当

時すでに 2戸も帯在していないの

に、村として公的に認められてい

ることを訴すものである。

燕おたずねは前史観Eさん慎(癒穏

31-0429)へ (文費臼井弘)

三 太字長持の金臼)11以西は、明治

宝 初 年 、 長 持 村 と 合 併 レ 、 そ の 部

一一一一一 E どなったが、それまでは長持人部

ヨ 〈いりぶ)、あるいは単に入部、

E ないしは入部(人容〉村ζ 恥し、

E 一村どを構えていた所である。

三 そして、この村は、ノド田ばかり

三で 1戸の京も離し、という、変わっ

王た村であった。

き この村について、新編相構図嵐

~ ~ニ記稿は次のごとく記している。

E 長持入部(ナガモチイリフ) r江
主戸より十六塁。民戸なく公所村の

5 塁正違混せり。東西早宮町余ロ南北

E 七里半。東、畏持村。 南、久松

さ河内二村3 菌、広JII村。北、入野

主村。倉揖内近知行及び小田原宿救

E 米の地(寛文九年G 救米の地に宛

王 てられ、小田原領主の進退として

E 貢米を摺日渡す〉なり。J

き また、この村の横地をした時に

主 つくられた寛文 6年 (1656) 相州

芸 大住郡長持入部ホ横目写しによる

さ と、当時はおいても本田ばかりで

三その合計は 5町 7反 4畝 7捗 (80

三石 1斗 1升 2合)、うち小田開鵠

芸分5反 8畝 22W (8石 8斗 1升 2

5 合〉、部蔵入 5町 l反 S畝 15歩

;;; (71石 3斗 1合)である。

コ 名請人は、すべて三郎兵構、平

>75ぐ

む
だ
遣
い
を
さ
せ
な
い
た
め
に
お

も
小
遣
い
も
与
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
学
校
で
慢
う
物
は
、
私
が
繋
っ
て

ヤ
諮
問
く
る
の
だ
か
ら
そ
れ
で

γ
分
だ
と

E

S

A
さ
ん
は
苦
い
ま
レ
た
。

時

し

か

し

、

手

に

と

っ

て

友

達

書
也
と
つ
き
合
う
よ
で
は
、
ど
う
し
て

足
再
も
お
金
が
必
要
だ
フ
た
の
で
す
σ

小
学
校
時
代
か
ら
ク
ラ
ス
の
由
で

ず
っ
と
醜
改
し
て
い
た
B
子
は
、

指
説
に
み
え
る
お
母
さ
ん
と
話
ヰ
学
に
入
っ
て
か
ら
む
最
大
の
願

を
し
て
い
る
と
、
子
育
て
の
考
え
い
は
友
達
を
作
る
こ
と
で
し
た
。

の
中
に
、
親
自
身
の
廟
い
が
込
め
そ
し
て
、
一
学
期
害
力
し
た
結

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
果
、
問
、
五
人
の
友
達
と
よ
う
や

ま
ず
ロ
し
か
し
、
自
分
の
顕
い
に
く
親

υ
く
話
せ
る
よ
つ
に
な
り
ま

と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
、
か
え
っ
て
子
し
た
。
レ
か
し
、
業
し
い
つ
き
合

供
が
い
る
現
実
を
見
落
し
て
し
ま
い
も
み
ん
な
が
お
金
を
出
し
合
つ

う
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す

D

て
お
菓
子
を
買
う
こ
と
に
な
る

A
さ
ん
は
、
中
学
一
年
の
B
Z
T
と
、
お
金
の
な
い

B
子
は
ど
う
し

が
家
の
お
金
を
踏
ん
で
一
一
二
一
一
戸
E
?
て
も
肩
身
の
技
い
思
い

友
達
に
お
菓
子
事
っ
共
立
一
¥
ャ
を
し
な
け
れ
は
な
り
ま

た
と
い
う
こ
と
で
相
談
綴
じ

h
ヲ
ダ
酪
せ
ん
。
革
回
も
ら
っ
て

に
み
え
た
お
母
さ
ん
で
一
一
一
安
云
詩
ば
か
り
で
は
と
夜
、

す
o
Aさ
ん
は
、

B
F

一「
E
7
1…
7
f
Aさ
ん
に
理
由
を
宮
市
つ

り
行
い
に
シ
ョ
ッ
ク
を
渉
、
ベ
治
以
て
お
金
を
も
ら
お
う
と

覚
え
、
そ
れ
が
お
金
に
す
す
コ
、
一
一
7
F

し
て
も
、
く
れ
な
か
っ

関
す
る
こ
と
ご
あ
る
だ
け
に
、
な
た
と
B
子
は
一
一
三
い
ま
し
た
。
お
金

お
泉
氏
に
感
じ
ま
し
た
。
な
せ
な
を
盗
む
こ
と
は
、

B
子
が
協
ん
だ

ら
A
さ
ん
自
身
は
、
小
主
い
こ
ろ
未
の
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で

r。

両
親
が
事
業
に
失
敗
し
、
非
常
に

γ

ナ
棋
を
大
事
に
思
う
ゆ
え
に
親

苦
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
か
の
願
い
も
強
い
も
の
に
な
り
ま
す

ら
で
す
。
金
銭
的
な
余
裕
が
で
き
が
、

F
慌
が
い
る
現
実
に
心
を
開

た
今
で
も
、

A
さ
ん
は
お
金
の
大
く
こ
と
も
、
子
育
て
の
k
で
大
出

切
さ
を
繰
り
返
し
子
供
に
話
し
、
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
浦
捧
乎
さ
ん
の
作
品
(
中
覇
中
一
一
一
草
)

政治家や候補者などが、選挙区内の人に寄付

することは、公職選挙法で禁!とされています。

また、有権者が求めたり、受け取ることも違反

となります。

敬
称
略

V
杜
会
福
祉
へ
・
磯
崎
輝
夫
一
一
千

円7
心
身
陣
害
時
見
へ
，
日
産
労
組
脅
年

部
コ
万
一
一
手
五
百
六
十
四
円

マ
場
人
捕
祉
へ
a

一
老
女
五
千
円

マ
社
金
曜
祉
基
金
へ
・
原
田
輝
彦

五
千
円
、
茅
沼
酒
届
六
千
九
百
八

十
九
円
、
平
場
市
役
所
市
民
相
談
室

-
一
万
一
千
一
一
百
二
十
円
、
磯
崎
晃

一
十
五
万
円
、
日
本
皐
月
協
会
平

塚
支
部
三
万
戸
千
七
百
八
ト
五

円
、
金
山
明
中
却
年
度
卒
業
生
問
題
年

記
念
同
窓
生
瓦
万
五
千
四
百
四
十

八
円
、
玉
縄
建
設
へ
株
)
四
万
七

千
八
ぽ
四
十
円
、

vr
場
市
料
理
飲
食

業
組
合
連
合
会
四
万
一
一
千
七
百
二

十
三
円
、
東
中
原
、
新
町
自
治
会
・

松
が
丘
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
五

万
円
、
神
山
利
子
四
百
四
十
五

円
、
白
石
芳
校
五
百
一
一
一
寸
四
月
、

神
田
秀
邦
一
一
万
一
エ
九
十
四
円
、

撫
子
原
熊
沢
五
千
円
、
岡
崎
市
宮

部
地
自
治
会
二
千
二
目
七
十
四

丹
、
矢
崎
南
出
会
一
万
コ
一
千
八
肖

八
十
五
円
、
王
揖
陀
自
治
会
四
千

百
五
十
八
円
、
大
畑
自
治
会
一
一
万

六
千
七
百
二
十
四
円
、
丸
島
自
治
会

七
千
三
百
六
十
八
円
、
中
村
伝
五
郎

一
手
円
、
池
田
和
子
五
万
円
、
高

砂
香
料
工
業
(
株
)
平
塚
工
場
一
一

万
八
千
円
、
つ
く
し
看
護
婦
家
政
婦

館

紹

介

箭

一

万

円

、

湘

央

建

設

組

合

斗

館

館

館

民

時

髄

じ
民
民
民
公
民
館
民
七
万
七
千
二
百
一
十
五
円
、
政
川
友

公

公

公

見

公

民

公

治

一

万

円

、

置

名

万

広

千

円

、

羽

原

賀

水

土

原

公

沢

Q
J

松
調
花
宮
中
坦
活
ぷ
じ
み
の
自
治
会
五
万
四
千
八
百

同
月

0

0

0

0

0

6

5

九
十
円
、
別
北
門
治
会
一
万
一
下

孔

0

2

4

0

3

5

1

斜
計
六
卜
四
円
、
匿
名
一
千
円
、

9

9

9

叩
刊
日
日
青
木
美
枝
子
一
一
一
千
十
円
、
花
月

υ館
館
館
賠
館
館
館
兼
美
八
十
万
円
、
鈴
木
内
科
外
科

臼

民

民

民

民

民

民

民

医

院

一

千

九

白

-
f
一
円
、
谷
秀

公
官
公
公
公
公
公
男
む
子
百
五
土
ハ
円
、
つ
も
る
会

羽

田

野

旧

島

田

崎

日

}一、パ

2
神

大

鷺

域

全

問

金

落

合

五

千

円

、

梅

田

政

勝

一

千

円ヌ間
7

5

0

0

0

0

0

五
百
八
千
-
円
、
戸
田
カ
ツ
十
万

日以

0

2

5

1

3

1

1

円
、
株
式
会
社
雅
裳
持
百
万
八
千

9

9

9

日
目
印
日
一
一
百
円
。
以
下
次
号

く〉巡劉段稼/10{315日(水い 17日(二次) 10時

-~15時保鍵センター(市毘健蔵の日 )/10月 23

日付制 10時~15時離内正業/10月 29日(火)

10時時大口工業・ 13時~15時30分プラス

テク/11月 1日(金) 10時 -----15時ダイクマ(半

壊しらさぎライオ J ズクラブ)/11月 2日(土)

3 Fj (臼) 10 時 ~15時東海大学/日月 6

(水) 10 時 ~15時小松電子金属/11 月 14 日

(京) 10時~日時 八噛公民錯(八幡地奴)

~覇支耳注者報協力ありがとうごされ¥'ました…

甲田重て業74人、三三異製作所32人、日本クラウ

ンコルク60人、共栄工業65入、三菱樹脂93人、平

塚市交通安全協会72人、八重椿本舗27人、三共化

成工業73入、平壊なでしこライオンズクラフ 139

入、駅北口145人、 品 駅南口42人。

平 塚市i襲撃管理委察会・鳴るい選挙捻2霊協襲韓会
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